
……曲家
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田
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郡
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遺
……………一
族
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会一

豊
田
郡
遺
族
連
合
会
歴
代
役
員
名
簿
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m

l
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本安

芸

津

町

安JlI 豊豊大
町

名
郷浦尻浜崎

町町町町町町

t. 
:z:;; 

長

行
年

政
一
、
小
島

平
)11 

謙

荒
谷

権
造
、
松
田

保
井

清

山
田

新

一
、
大
橋

財
賀

寿
夫
、
下
農
三
枝
子

銭
谷

定
雄

下
地

善
亀
、
菊
本

山
崎

久
雄
、
鷹
橋

多
賀
谷
孝
春

金
子

正
、
梶
岡

良日飛
騨

悟
、
楠

廿
日
出
恒
夫

香
河

山
川
同，aq
，
 

名
正
~ 
..IZ. 

ι-" 
王王松正

和
露
太

正
彦

一
美

婦
人
部
長

神
田

幸
子

竹
本

和
子

吉
岡

義
江

大
成

。。
政
岡

信
子

奥
田

松
恵

中
村
セ
ツ
子

高
野
ツ
ヤ
子

黒
田

春
子

北
田

梅
子

寺
田
八
千
代

川
本
ミ
サ
ヲ

万
徳
チ
サ

エ

横
手

澄
子

大
成

末
子

幸
家

貴
美

大
成

緑

青
壮
年
部
長

中
西

正
友

松
浦

敏
美

保
井

清

田
村

秀
彦

森
)11 

杉
田

秀
夫

古
向
場

和
子

伊
藤

成

高
岡

久
保

上
神

敬
弘

)11 
岡

昭
月 支え

丘三L司

東木瀬

戸

田

町

野江

町町

射
場

一
也
、
向
田

豊
、
原
因

捜
次

大
谷

藤
一
、
堀

谷
、
杉
原
吾
三
郎
芳
彦

松
浦
ヤ
チ
ョ

山
川

祈
本

昌
造
、
高
橋

弘
美 豊

宮
本

松
本

隆

て

谷

本

谷
本
シ
ズ
ヨ

上
杉

赤
松

奥
田

森
本

秀
直

山
田
久
美
子

本
賀

亀
野

山
室

大
谷
美
代
香

毛
利

稲

垣

豊
田
郡
遺
族
連
合
会
役
職

(H

3

7

1
)

町
本安

芸

津

町

安)11 

郷浦尻

名
町町町

役

職

名

え〉
ヱコZ婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

止込
Z三婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

ぷ〉
:z:;; 婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

t. 
Z三婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

ぷ込
:z:;; 

長長長長長

氏
平
JlI 
神
田

中
西
保
井

吉
岡

保
井

下
農
三
重
子

大
林

森
川

銭
谷

中
村
セ
ツ
子

河
場

多
賀
谷
孝
春

名

住

所

謙

本
郷
町
上
北
方
一
美
子
一

幸
子

本
郷
町
南
方
七
八
歪

正
友

本
郷
町
船
木
(
金
売
)

清

安
芸
津
町
風
早
盃
七
l

四

義
江

安
芸
津
町
木
谷
ニ
さ

清

安
芸
津
町
風
早
奇
七

安
浦
町
内
海
四
二
六
六

幸
子

安
浦
町
赤
向
坂
五
九
口

~ 
主'L

安
浦
町
内
平
=
一
九
二

定
雄

川
尻
町
川
尻
一
否
七

川
尻
町
川
尻
ニ
否
九
八

和
子

川
尻
町
川
尻
一
歪
一
=
1
一室

豊
浜
町
豊
島
三
八
ニ

豊勉
文
子

正
行

紀
夫

圭

山
本

貢

485ー



豊豊大東木瀬

戸

田

町

浜崎野江

町

婦

人

部

長
長長長長長

北
田

梅
子

豊
浜
町
豊
島
=
一
六
一
言
一
六

豊
浜
町
豊
島
=
一
七
人
吉
一

豊
町
大
長
葦
ニ
=
一

豊
町
久
比
三
五
九

豊
町
沖
友
美
豆

大
崎
町
中
野
五
一
七
=
一

緑

大
崎
町
中
野
棄
さ

青
壮
年
部
長

L. 
:z:;: 

町

婦

人

部

長

久
保

廿
日
出
恒
夫

横
手

澄
子

大
崎
町
大
串
実
ニ

豊

東
野
町
外
表
吾
ニ
六
1

六

青
壮
年
部
長

L. 
ヨエ

町

婦

人

部

長

上
神

教
弘

東
野
町
脇
之
浦
四
一
八
九
四

勉

東
野
町
白
水
菜
ニ
玉
l

回口

青
壮
年
部
長

ぷト

ヱ"

町

婦

人

部

長

香
河

山
山，a1
，
 

木
江
町
木
江

木
江
町
明
石
一
九
八
九

木
江
町
木
江
二
三

瀬
戸
田
町
高
根
一
口
口
一
一
一

瀬
戸
田
町
福
田
一
口
一
ニ

瀬
戸
田
町
御
寺
一
己
主

各
町
慰
霊
祭
追
悼
式
実
施
表
(H

5

m

l
)

本安

芸

津

町

安

芸

津

町

町

郷

青
壮
年
部
長

よ〉
ヨエ

町

婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

L. 
3ミ婦

人

部

長

青
壮
年
部
長

名

行

事

町

慰

霊

祭

春
季
慰
霊
祭

秋
季
追
悼
式

主

催

者

名

郷

友

会

長

郷

友

会

長

町

長

遺

族

会

長

大
成

)11 

岡

昭
司

高
橋
松
浦
ヤ
チ
ョ

宮
本

堀

芳
彦

山
田
久
美
子

上
杉

文
子

森
本

秀
直

大
谷
美
代
香

稲
角

圭

場

所

適

中

央

公

民

館

イム
式

護

国

神

社

神
式

蓮

仏
式
、
法
話

光

寺

安)11 豊豊大大東木瀬

戸

田

町

備
考 浦尻浜崎崎野江

町

慰

雪量
玉m:1寧霊雪雲

玉ロZ悼悼霊吾妻
玉m:

祭

郷

友

会

長

中

央

公

民

館

長

光

町

追

式

町

/.¥. 
£入文

化
セ
ン
タ
ー

招清中
学
校
体
育
館

公
民
館
、
浄
泉
寺

ペ
リ
カ
ン
ト
ホ
1

ル

日
時
は
年
度
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
あ
り
。

次

町

慰

町

追
悼
慰
霊
式 祭

慰
霊
祭
実
行
委
員
長

(
社
福
協
会
長
)

合
同
慰
霊
祭
並
遺
族
大
会
実
施
表

要

昭
和
二
十
九
年

昭
和
三

O
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
三
十
六
年

年

町

慰

町

追

町

追慰

町

慰

霊

祭

追

悼

法

要

慰

~IJ 

町忠

海

町

瀬
戸
田
町

安
芸
津
町

本

郷

町

豊

名

慰
霊
祭
実
行
委
員
長

(
、
族
会
長
)

祭

慰
霊
祭
執
行
委
員
長

(
遺
族
会
長
)

式

遺

族

会

長

式式

町

長

遺

族

会

長

社
会
福
祉
協
議
会
長

祭

慰
霊
祭
実
行
委
員
長

(町

長

)

会

長

名

恩
田

。。
大
谷

稔

荒
谷

構
造

干T
年

政

回丁

金
子

正

場
地
方
事
務
所
広
場

-= 
寸ー

校

講

---寸一
校

講

点以.

寸ー

校

校

学

校

校

明民魂光

所
堂

戸".

量と庭庭

仏
式
、
法
話

寺

仏
式
、
法
話

館

仏
式
、
神
式

年
次
交
互

仏
式
、
神
式

年
次
交
互

社

神
式

寺

仏
式
町
内
寺
院
廻
持

神
式
、
仏
式

円
妙
寺
法
話

年
次
交
代

-486ー

仏
式
、
御
永
歌

法
話

様
式

適

要

イム
式

初
会

イム
式
仏
式
イム
式

イム
式



昭
和
三
十
九
年

昭
和
田
十
二
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
六
十
二
年

平

成

四

年

大

崎

町

東

野

町

安

浦

町

川

尻

町

豊

浜

町

木

江

町

安
芸
津
町

香
河

.-
弓L

校

講

イ山

射
場

也

.-
子F

校

講

山
田

新

講

-. 
干ト

校

銭
谷

定
維

--与
すー

校

講

菊
本

松

講

---寸二4
校

堀

芳
彦

---寸一
校

講

保
井

清

海
洋
セ
ン
タ
ー

忠
魂
碑
慰
霊
塔
等
調
査
表

町

名

本

郷

町

安
芸
津
町

安

浦

町

川

尻

町

豊

浜

町

豊

町

名
慰忠戦

没
者
記
念
碑

護忠忠慰忠忠忠

称

霊魂
国

神

社

魂魂雪量三oz:魂魂魂

所

在

塔

大
字
船
木
小
校
々
庭

碑

大
字
本
郷
小
校
校
庭

大
字
北
方
常
総
寺
内

大
字
三
津
榊
山
神
社

碑

大
字
三
津
榊
山
神
社
境
内

碑

大
字
風
早
八
幡
社
境
内

碑

大
字
内
海
八
幡
神
社

碑

川
尻
小
校
校
庭

碑

室
原
神
社
境
内

碑

大
長
字
津
神
社
境
内 戸... 

呈乞

イム
式

F孟... 

主主

仏
式

以
後
5
ヶ
年
目
毎

出.

呈L

イム
式

堂

イム
式

堂

イム
式

Fる... 

主主

イム
式

イム
式

地

適

要

昭
和
三
十
一
年
建
立

奉
賛
会
に
て
管
理

大
正
十
四
年
建
立

奉
賛
会
に
て
管
理

大
正
二
年
建
立

奉
賛
会
に
て
管
理

遺
族
会
員
、
奉
賛
会

員
に
て
慰
霊
祭

奉
賛
会
員

奉
賛
会
員

奉
賛
会
員

奉
賛
会
員

大

崎

町

東

野

町

木

江

町

瀬
戸
田
町

忠忠招平忠忠忠忠忠忠忠

魂魂魂和魂魂魂魂魂魂魂

砕

久
比
八
幡
社
境
内

碑

御
手
洗
大
東
寺
境
内

宇土

中
野
八
幡
神
社
境
内

塔

中
野
八
幡
神
社
境
内

碑

白
水
小
校
校
庭
上

碑

沖
浦
地
区

碑

林
吉
祥
寺
境
内

碑

沢
地
蔵
院
境
内

碑

萩
光
福
寺
境
内

碑

御
寺
善
光
寺
境
内

碑

御
寺
光
明
寺
境
内

記
念
誌
編
集
に
あ
た
つ

大

崎

町

終
戦
以
来
半
世
紀
、
思
い
新
た
に
ぺ
ン
を
執
り
ま
す
。

奉
賛
会
員

奉
賛
会
員

大
正
十
年
建
立

各
月
長
寿
会
員
奉
仕

外
昭
和
二
十
六
年
建
立

内

昭
和
三
十
一
建
立

遺
族
会
に
て
清
掃

外
、
記
念
碑

一
基

老
人
ク
ラ
ブ
に
て
毎

年
慰
霊
祭
実
施

老
人
ク
ラ
ブ
に
て
毎

年
慰
霊
祭
実
施

487ー

老
人
グ
ラ
フ
に
て
毎

年
慰
霊
祭
実
施

老
人
ク
ラ
ブ
に
て
毎

年
慰
霊
祭
実
施

老
人
ク
ラ
ブ
に
て
毎

年
慰
霊
祭
実
施

て
大

成

緑



昭
和
二
十
年
三
月
三
日
夫
は
勤
務
先
よ
り
、
「
之
で
や
っ
と
男
に
成
り
ま
し
た
」

と
喜
こ
ん
で
帰
宅
を
し
ま
し
た
。
健
康
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
自
分
は
兵
役
も
務
め
ず

応
召
の
無
か
っ
た
事
を
殊
の
外
恥
か
し
く
思

っ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

時
母
は
人
が
帰
っ
て
来
て
も
若
し
も
の
事
が
あ

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
密
か
に
思

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

十
一
日
八
幡
神
社
で
奉
告
祭
、
私
は
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
二
才
の
息
子
を
背
負
っ

て
共
に
広
島
へ
と
行
き
ま
し
た
。
野
砲
隊
衛
門
の
前
で
別
れ
ま
し
た
が
振
り
返

っ
て

見
る
事
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
々
し
い
気
持
ち
を
出
し
て
は
成
ら
な
い
。
溢
れ
る

一
俣
を
押
え
て
ひ
た
す
ら
歩
き
ま
し
た
。
今
に
し
て
み
れ
ば
も
っ
と
何
か
暖
か
い
言
葉

を
別
れ
方
を
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
後
悔
を
し
て
い
ま
す
。

当
時
私
は
教
纏
に
立

っ
て
お
り
ま
し
た
。
運
動
場
は
芋
畑
に
早
変
り
、
靴
の
配
給

は
畿
引
き
、

ノ
ー
ト
は
藁
半
紙
、
毎
日
の
様
に
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
は
出
征
兵

土
を
見
送
り
ま
し
た
。
総
べ
て
お
国
の
為
と
強
い
団
結
の
元
で
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

B
m機
呉
の
上
空
を
鯖
蛤
の
様
に
飛
ん
で
い
ま
し
た
が
一
度
も
命
中
し
ま
せ
ん
で
し

駒回。
ふ

'h
ド

継
ぎ
は
ぎ
の
服
、
赤
い
模
様
の
あ
る
着
物
、

お
米
の
代
り
に
砂
糖
や
大
豆
・
・
・
・
・
・
で

も
農
家
の
為
何
と
か
凌
ぐ
事
が
出
来
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
両
親
は
健
在
で
し
た
。
孫
の
可
愛
さ
の
中
に
も
厳
し
く
育
て
て
く
れ

ま
し
た
。
が
、
私
は
父
親
の
居
な
い
悲
し
さ
淋
し
さ
を
思
わ
せ
た
く
な
い
。
陰
の
あ

る
子
供
に
さ
せ
て
は
成
ら
な
い
。
常
に
頭
の
中
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
成
人
し

た
頃
父
親
の
居
な
い
悲
し
さ
は
大
学
進
学
の
時
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
し
た
。

二
人
の

父
親
と
成
っ
て
い
る
今
ど
の
様
な
思
い
で
行
く
末
を
見
守

っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う

力、

終
戦
後
期
待
と
不
安
の
中
で
夫
の
帰
還
を
待
ち
ま
し
た
。

日
曜
日
毎
に
噂
を
聞
い

て
は
あ
ち
こ
ち
と
尋
ね
廻
り
、
手
紙
の
問
い
合
せ
、
見
知
ら
ぬ
四
国
の
辺
郡
な
処
へ

も
行
き
ま
し
た
が
総
べ
て
は
空
し
い
事
で
し
た
。

「
流
れ
行
く
雲
に
尋
ね
ん
吾
が
背
夫
は

伺
処
の
果
に
眠
り
給
ふ
や
」

茜
の
空
は
唯
々
淋
し
い
ば
か
り
で
し
た
。

広
島
県
庁
で
合
同
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
た
の
は
終
戦
五
年
目
で
満
州
国
和
県
湖
泉

鋪
附
近
で
果
て
た
と
の
事
で
し
た
。
狼
の
餌
食
か
凍
死
し
た
の
か
:
:
:
。
ど
の
様
な

最
期
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
三
十
二
歳
の
短
い
命
で
し
た
。
息
子
は
「
親
父
の
歳

を
今
越
え
た
。
」
と
感
慨
深
げ
に
言
っ
て
居
り
ま
し
た
。
何
一
つ
遺
品
は
有
ま
せ
ん

で
し
た
が
今
丘
の
上
の
墓
地
で
私
共
の
暮
し
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」
著
書
作
家
の
藤
原
て
い
先
生
の
講
演
二
度
も
聞
く

事
が
出
来
ま
し
た
。
一
課
無
く
し
て
は
聞
け
ま
せ
ん
、
よ
く
ぞ
生
き
て
還
ら
れ
ま
し
た
。
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人
間
の
生
き
る
力
の
素
晴
ら
し
さ
た
く
ま
し
さ
を
実
感
致
し
ま
し
た
。
今
も
宗
教
戦

争
、
人
種
別
戦
争
と
世
界
の
伺
処
か
で
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
が
起

っ
て
い
ま
す
。
痛
ま

し
い
事
で
す
。
ど
う
ぞ
一
日
も
早
く
平
和
な
日
が
訪
れ
ま
す
様
祈
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
の
日
細
川
総
理
の
先
の
戦
争
は
誤
で
あ
っ
た
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
戦

没
者
慰
霊
祭
の
時
事
、
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
考
え
に
考
え
ら
れ
た
言
葉
と
も
思

い
ま
す
が
何
れ
に
せ
よ
遺
族
の
胸
中
を
深
く
お
察
し
下
さ
い
。
歴
代
の
総
理
の
方
靖

国
神
社
へ
お
参
り
下
さ
い
。
遺
族
の
声
は
次
第
に
小
さ
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
世
代

交
代
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
。
国
の
政
策
宜
敷
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
今
日
日
本
の
繁

栄
は
此
尊
い
方
々
の
か
け
が
え
の
な
い
命
の
代
償
で
あ
る
事
を
決
し
て
忘
れ
て
は
成

り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
此
燈
火
を
何
時
迄
も
絶
や
す
事
な
く
、
永
遠
に
点
し
続
け
て
頂
く
事
を
念
願

し
つ
つ
ぺ
ン
を
置
き
ま
す
。


